
    
様式 C-7-2 

自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書    

 

平成 23年 4月 28日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究分野：生態学 
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１．研究計画の概要 

共存機構と群集動態との関係を明らかにす

ることは群集生態学の中心課題のひとつで

ある。本申請研究では、多種共存に必須な安

定化メカニズムと等質化メカニズムの相対

的重要性を野外群集で評価するための新し

い方法を開発する。 

 
２．研究の進捗状況 

北海道東部の 25 の岩礁で行った 9 年間の調

査から得られたデータを用い、夏の中潮帯の

群集構成種を潮位と出現季節を基準にコア

種と偶来種に峻別し、1）生態的特徴、2）種

数の時空間変動、3）出現頻度分布の形状、4）

局所群集における存否やアバンダンスの動

態を左右する要因を比較した。 

出現した全 41 種のうち、コア種は 7 種す

べてが多年生であった。一方、偶来種には季

節性の種も含まれていたが、ほとんどは低潮

位に分布モードを持つ種であった。コア種は

偶来種にくらべ種数の空間変異も年変動も

小さく、コア種の出現頻度分布は 2 峰型なの

に対し偶来種は単峰型となるなど、コア種と

偶来種では種数の時空間変異や出現頻度分

布の形状が大きく異なっていた。さらに、各

種の存否やアバンダンスの動態を左右する

要因もコア種と偶来種で大きく異なった。た

とえばコア種では中潮位が、偶来種では中潮

位以外の潮位がそれぞれ加入個体の供給源

として重要であることが示唆された。双方の

相互作用も非対称的で、偶来種はコア種から

一方的に負の影響を被っていることや、コア

種同士では種間より種内で密度効果が強く

働いていることが示唆された。以上の結果は、

岩礁潮間帯の固着生物群集は、おもに潮位に

沿ったニッチの違いに対応したコア種と偶

来種から構成され、両種群間では数と分布の

時空間動態のパターンとそのプロセスが大

きく異なることを示唆している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

当初想定していたモデルではないが、群集動

態を理解するうえで群集集合に関する最新

の仮説（コア種偶来種仮説）が有効であるこ
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とを発見できたことと、種内種間の密度効果

を明示的に取り入れた群集動態のモデルを

用いることで、群集動態における安定化メカ

ニズムと等質化メカニズムを評価する道筋

を得られたことから、本研究課題は順調に進

展していると判断した。 
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